
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党杉並区議会議員 

週
刊 

です 

こんにちは 
こ う へ い 杉並区善福寺２－２－１１ 

TEL 090-9973-0941 

ホームページ 

http://yamadakohei.jp 
 

右ＱＲコードを 

ご活用下さい 2022.6.2 №446 

６千筆の署名を不採択 議会の責任が問われる 
 

補助１３２号線（西荻地域の道路拡幅）等の陳情を審査 

 

 

5
月
31
日
、
杉
並
区
議
会
都
市
環
境
委
員
会
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
本
委
員
会
で
は
、
西
荻
の
道
路
拡
幅
問
題
や
阿

佐
谷
の
駅
前
再
開
発
に
関
わ
る
重
大
な
陳
情
審
査
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
陳
情
も
歴
代
の
都
市
環
境
委
員

長
（
公
明
・
自
民
・
公
明
）
が
審
査
し
な
か
っ
た
た
め
、
３

年
間
塩
漬
け
に
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。 

今
年
度
は
党
区
議
団
が
委
員
長
（
富
田
区
議
）
を
務
め
る

こ
と
に
な
り
、
一
気
に
審
査
を
再
開
さ
せ
ま
し
た
。 

陳
情
者
の
補
足
説
明
で
は
、
２
０
１
９
年
に
陳
情
を
出

し
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
３
年
以
上
も
塩
漬
け
に
し
た
杉

並
区
議
会
へ
の
怒
り
の
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

立
ち
退
き
を
迫
ら
れ
る
住
民 

切
実
な
思
い
を
訴
え
る 

補
助
１
３
２
号
線
（
西
荻
の
道
路
拡
幅
）
の
陳
情
審
査
で

は
、
道
路
計
画
中
止
を
求
め
る
近
隣
住
民
が
６
１
４
０
名

の
署
名
を
集
め
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
住
民
は
全
く
納
得

し
て
お
ら
ず
「
な
ぜ
、
道
路
を
拡
げ
る
必
要
が
あ
る
の

か
？
」
等
の
切
実
な
声
が
次
々
と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

都市計画道路補助１３２号線事業用地 

土地売買代金 ２億８５４６万円余 

移転補償費等 ５億９８７２万円余 

     合計 ８億８４１８万円余 

※道路用地として８億８千万円以上を投入。 

住
民
の
陳
情
を
３
年
間
放
置 

党
区
議
団
が
審
査
を
再
開 

一
方
、
北
委
員
（
公
明
）

は
〝
道
路
計
画
が
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
て
住
ん

で
い
る
。
長
く
住
む
こ
と

で
離
れ
が
た
く
な
る
〟
等

と
発
言
。
ま
る
で
、
道
路
計

画
用
地
に
暮
ら
す
住
民
に

責
任
が
あ
る
か
の
よ
う
に

発
言
し
ま
し
た
。 

多
く
の
都
市
計
画
道
路
は
、
戦
災
復
興
と
し
て
S

22
年

に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
計
画
決
定
は
大
日

本
帝
国
憲
法
下
の
旧
法
に
基
づ
い
て
お
り
、
住
民
意
見
の

聴
取
等
の
手
続
き
は
一
切
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。 

さ
ら
に
、
当
時
と
異
な
り
、
現
在
は
完
成
さ
れ
た
住
宅
街

が
立
ち
並
ぶ
地
域
に
対
し
て
、
行
政
が
住
民
合
意
も
無
く
、

道
路
整
備
を
事
業
化
し
、
大
規
模
な
立
ち
退
き
を
迫
る
こ

と
に
道
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

陳
情
へ
の
各
会
派
賛
否
で
は
、
日
本
共
産
党
杉
並
区
議

団
は
、
莫
大
な
税
金
投
入
の
問
題
を
指
摘
し
（
右
表
）、
６

千
筆
を
超
え
る
住
民
の
思
い
を
受
け
止
め
道
路
計
画
を
中

止
す
る
よ
う
求
め
、
採
択
を
主
張
し
ま
し
た
。
一
方
、
他
会

派
は
「
道
路
拡
幅
は
必
要
」
と
し
て
不
採
択
を
主
張
。
賛
成

少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。 

 
６
１
４
０
名
か
ら
の
陳
情
を
無
視
し
た
杉
並
区
議
会
議

員
は
厳
し
く
責
任
を
問
わ
れ
ま
す
。 

党
区
議
団
は
採
択
を
主
張 

用
地
買
収
が
開
始
さ
れ
、
一
部
空
き

地
と
な
っ
た
道
路
計
画
予
定
地
。 

杉
並
区
土
地
開
発
公
社
保
有
地
一
覧
表 

（
令
和
4
年
3
月
18
日
） 

※
杉
並
区
土
地
開
発
公
社
は
杉
並
区
の
公
園
や
道
路
、
そ
の
他
の

公
共
用
地
を
先
行
取
得
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
て
い
る
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選択的夫婦別姓制度の国会審議を求める陳情 

国会への意見書を賛成多数で採択 
 

５月１１日に開催された杉並区議会・区民生活委員

会で「選択的夫婦別姓制度の国会審議を求める意見書

を杉並区から国に提出することに関する陳情（4 陳情

第 10 号）」が賛成多数で採択すべきものと決定。５

月２０日の本会議で全議員出席のもと採決にかけら

れ、採択されました。 

杉並区議会では１９９８年６月に「選択的夫婦別姓

制度の早期実現を求める意見書」が全会一致で可決さ

れ、内閣総理大臣宛に提出されています。その後、最

高裁では２０１５年と２０２１年に夫婦同姓規定を

合憲と判断する一方で、制度の在り方は「国会で論じ

られ、判断されるべき」と国会審議の必要性を重ねて

指摘していました。 

当該陳情は、選択的夫婦別姓制度についての国会審

議が遅々として進まない状況に対し、杉並区議会から

制度創設に向けた国会審議を推進するよう、あらため

て求める内容です。 

委員会採決では賛否同数となったため、最終的に委

員長（共産：富田区議）判断で可決すべきものとして

決定しました。 

住民の切実な陳情を放置する杉並区議会…一方、 
 

区
民
生
活
委
員
会
で
徹
底
審
査 

今
年
度
は
都
市
環
境
委
員
会 

杉
並
区
議
会
で
は
、
住
民
が
区
議
会
に
提
出
し
た
陳
情

の
審
査
率
が
極
め
て
低
く
、
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

陳
情
審
査
の
判
断
は
委
員
長
に
委
ね
ら
れ
ま
す
が
、
歴

代
委
員
長
の
多
く
が
、
ほ
ぼ
審
査
せ
ず
放
置
「
塩
漬
け
」

し
て
い
ま
す
。
審
査
さ
れ
な
い
陳
情
は
、
議
員
任
期
終
了

時
に
審
議
未
了
・
廃
案
と
な
り
ま
す
。 

党
区
議
団
は
委
員
長
が
交
代
す
る
度
に
、
速
や
か
な
陳

情
審
査
を
求
め
続
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
状
況
が
改

善
せ
ず
、
前
年
度
今
議
員
任
期
が
折
り
返
し
に
入
っ
た
段

階
で
、
党
区
議
団
が
常
任
委
員
会
委
員
長
を
務
め
、
徹
底

審
査
を
実
施
す
る
こ
と
を
決
断
。
前
年
度
は
区
民
生
活
委

員
会
委
員
長
を
務
め
、
全
て
の
陳
情
を
審
査
し
、
審
査
率

１
０
０
％
を
実
現
。
今
年
度
は
都
市
環
境
委
員
会
委
員
長

を
務
め
、
積
極
的
な
審
査
を
開
始
し
て
い
ま
す
（
表
面
）。 

 
 

今週の一コマ 

操法大会選手（指揮者）を務めます 
 

 コロナ禍で中止が続いていた荻窪消防団

操法大会が、今年度は実施されることになり

ました。 

私は、今年度も操法大会選手（指揮者）を

務めることになりました。区議会や選挙準

備、夜間訓練・日曜早朝訓練等々、かなりハ

ードな日々を過ごしていますが、体力勝負で

頑張ります。嬉しいことに激務で体重が３㌔

減りました（苦笑）。 

 

 

党区議団が委員長を務め審査率１００％達成 
 

会
派
（※） 

自 
杉 

公 
明 

自 
民 

共 
産 

連 
携 

立 
無 

無 
維 

革 
新 

正 
理 

賛

否 
× ○ × ○ ○ ○ × ○ 欠 

 

先
頭
に
い
る
の
が
私
（
指
揮
者
）。 

（※）自杉/自由民主党杉並区議団、公明/杉並区議会公明党、自民/杉並区議会自

由民主党、共産/日本共産党杉並区議団、連携/無所属・少数会派連携、立無/立憲

民主党・無所属クラブ、無維/自民・無所属・維新クラブ 

杉並区議会の陳情審査状況 
■令和２年度末（令和３年３月３１日時点） 

総数 審査数 未審査 審査率 

97 11 86 11.3％ 
 

■令和３年度末（令和４年３月３１日時点） 

総数 審査数 未審査 審査率 

130 27 103 20.8％ 

 

無
責
任
な
姿
勢
は
許
さ
れ
な
い 

都
市
環
境
委
員
会
で
３
年
間
放
置
さ
れ
た
陳
情
を
審

査
し
た
際
、
北
委
員
（
公
明
）
が
「
今
後
、
審
査
を
委
員

長
に
求
め
た
い
」
と
発
言
。
し
か
し
、
歴
代
委
員
長
は
公

明
・
自
民
の
会
派
が
担
っ
て
お
り
、
当
時
、
陳
情
審
査
を

求
め
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
公
明
委
員
長
が
拒
絶
し
た
経

緯
が
あ
り
ま
す
。
極
め
て
無
責
任
な
姿
勢
で
す
。 

さ
ら
に
、
山
本
議
員
（
立
無
）
は
「
陳
情
の
願
意
を
充

た
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
内
容
を
変
え
て
出
し
直
す
べ
き

だ
っ
た
」
と
も
発
言
。
陳
情
審
査
せ
ず
３
年
間
も
塩
漬
け

に
し
た
杉
並
区
議
会
の
議
員
と
し
て
極
め
て
問
題
の
あ

る
発
言
で
す
。 

今
後
、
会
派
の
違
い
を
超
え
て
、
全
て
の
議
員
が
速
や

か
な
陳
情
審
査
へ
の
努
力
を
尽
く
す
べ
き
で
す
。 


